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Ⅰ．問題および目的

■　Article

箱庭制作者の主観的体験に関する研究法の検討

楠　本　和　彦　

人間関係研究（南山大学人間関係研究センター紀要）, 12, 71-94.



Ⅱ．多元的方法、トライアンギュレーション
　Ⅱ－１．多元的方法、トライアンギュレーションを採用する意義





Ⅱ－２． 多元的方法・方法のトライアンギュレーションという観点からみた
筆者の研究法

１）調査方法



図１　調査構造図



２）分析方法

（１）単一事例質的研究



表１　第2回箱庭制作面接における主な主観的体験　(楠本、投稿中)





（２）同一データに対して、M-GTAと単一事例質的研究との併用を試みる意義



Ⅱ－３． 多元的方法・方法のトライアンギュレーションという観点からみた
先行研究



Ⅱ－４．先行研究と筆者の研究の比較



Ⅲ．M-GTAによる箱庭制作者の主観的体験に関する研究

Ⅲ－１．M-GTAまたはGTAの観点による筆者の研究法に関する検討







Ⅲ－２．M-GTAを用いた箱庭制作者の主観的体験についての先行研究











Ⅲ－３．先行研究と筆者の研究の比較

箱庭制作面接では深まっていく感
じだが、ふりかえり面接では平行移動するような感じ （４－ふり



Ⅳ．結論

Ⅳ－１．オリジナリティに関して

１）研究テーマ

かえり）。
大きな支障はない



２）研究方法

Ⅳ－２．限界と今後の課題に関して
１）研究テーマ

２）研究方法
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